
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
が
絶
好
調

だ
。
二
〇
一
二
年
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
政
府
目
標
を
上
回

る
六
・
五
％
前
後
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
で
は
最

高
値
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
国
内

需
要
が
堅
調
だ
っ
た
ほ
か
、
積
極
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
投
資
が
功
を
奏

し
、
建
設
分
野
が
成
長
率
二
四
％
を

超
え
て
全
体
を
牽
引
。
政
府
は
引
き

続
き
、
道
路
や
港
湾
な
ど
輸
送
イ
ン

フ
ラ
を
中
心
と
す
る
大
規
模
計
画
を

実
施
し
、
雇
用
確
保
と
内
需
拡
大
を

め
ざ
す
意
向
だ
。
一
三
年
度
も
同
等

の
成
長
が
維
持
さ
れ
る
と
強
気
の
見

方
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
昨
年
一
二
月
、
財

政
健
全
化
に
向
け
て
酒
・
た
ば
こ
増

税
法
が
一
六
年
ぶ
り
に
成
立
し
た
。

今
年
一
月
か
ら
品
目
ご
と
に
税
率
を

段
階
的
に
引
き
上
げ
、
五
年
後
に
は

年
六
四
四
億
ペ
ソ
（
約
一
三
二
〇
億

円
）の
税
収
確
保
を
め
ざ
す
と
い
う
。

　

い
よ
い
よ
目
覚
め
始
め
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
。
着
々
と
安
定
成
長
の
足
固
め

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
果

た
し
て
こ
の
上
昇
気
流
は
続
く
の

か
。
日
本
企
業
が
集
中
す
る
マ
ニ
ラ

周
辺
お
よ
び
セ
ブ
の
現
状
か
ら
、
今

後
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

成
長
へ
の
足
か
せ
が
外
れ

日
本
企
業
の
進
出
も
加
速

　

前
編
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
も
と
も
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
な
か
で
も
い
ち
早
く
成
長
を
遂
げ

た
国
で
あ
る
。
若
年
層
を
中
心
と
し

た
人
口
比
率
、
九
〇
％
台
後
半
の
識

字
率
、
英
語
が
公
用
語
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

優
れ
た
人
材
と
、
一
五
〇
万
と
も
い

わ
れ
る
大
量
の
Ｏ
Ｆ
Ｗ
（
海
外
出
稼

ぎ
労
働
者
）
を
背
景
と
し
た
内
需
な

ど
、
日
本
企
業
の
進
出
先
と
し
て
非

常
に
魅
力
あ
る
国
だ
っ
た
。
そ
れ
が

一
時
的
に
停
滞
し
た
の
は
外
的
要
因

も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
政
権
闘
争
に

よ
る
政
治
不
安
が
原
因
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
、現
職
の
ベ
ニ
グ
ノ
・

ア
キ
ノ
三
世
が
大
統
領
に
就
任
。「
こ

れ
か
ら
我
が
国
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
解

放
さ
れ
た
改
革
を
行
な
う
」
と
打
ち

出
し
、
基
本
政
策
と
し
て
、
①
よ
い

統
治
、
②
公
平
性
、
③
透
明
性
、
④

汚
職
な
し
、
の
四
つ
を
掲
げ
た
。

　

今
回
の
成
長
路
線
へ
の
転
換
は
、

こ
の
ア
キ
ノ
政
策
が
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
「
治
安
が
心
配
」「
汚
職
が

多
く
、手
続
き
な
ど
が
安
定
し
な
い
」

と
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
外
国
企
業

の
進
出
に
も
、
弾
み
が
つ
い
た
か
た

ち
だ
。
日
本
企
業
も
、
こ
こ
二
年
の

間
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
村
田
製
作

所
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、

ラ
イ
オ
ン
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
、
キ
ヤ

ノ
ン
、
テ
ル
モ
、
花
王
、
バ
ン
ダ
イ
、

富
士
フ
イ
ル
ム
な
ど
が
次
々
と
進
出

（
投
資
・
拡
張
）
を
決
め
て
い
る
。

　

で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
し
た

外
国
企
業
が
拠
点
を
選
定
す
る
と
き

に
最
も
重
視
す
る
の
は
何
か
。

　

そ
れ
は
「
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
」
だ
。
Ｐ
Ｅ

Ｚ
Ａ
と
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
区
庁

（Philippine Econom
ic Zone A

u-
thority

）
の
こ
と
で
、
貿
易
産
業
省

下
で
、
投
資
促
進
、
雇
用
創
出
、
輸

出
創
出
を
担
う
投
資
促
進
機
関
で
あ

る
。
九
四
年
ま
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｐ
Ｚ
Ａ

（
輸
出
加
工
区
庁
）
が
再
編
さ
れ
て

設
立
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
（
経
済
区
）
の
管

理
、運
営
を
行
な
っ
て
い
る
関
係
で
、

経
済
区
も
し
く
は
工
業
団
地
内
で
経

済
区
認
定
を
受
け
て
い
る
区
画
を
Ｐ

Ｅ
Ｚ
Ａ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
経
済
区
は
現
在
、
マ
ニ
ラ
お
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カントリーリスクを最小化する！

アジア進出 
成功MAP
インフラ整備の遅れ、治安がわるい
など、様々な懸念材料からこれまで
フィリピンへの進出を躊躇する外
国企業は多かったが、政府の積極的
な成長戦略が功を奏し、その状況も
変わりつつある。果たして、この上
昇気流は続くのか。今後の可能性と
進出する際のポイントを探る。

日本能率協会コンサルティング（JMAC） 
アジア化支援センター EPマネジャー
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よ
び
セ
ブ
を
中
心
と
し
て
約
二
七
〇

か
所
（
図
１
）。
対
象
は
、
工
業
団

地
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
や
Ｉ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
観
光
、
医
療
、
農
業

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
産
業
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

お
り
、
輸
出
額
で
は
経
済
区
か
ら
の

も
の
が
九
〇
％
弱
を
占
め
、
雇
用
者

は
八
四
万
人
、投
資
内
訳
で
見
る
と
、

四
三
％
が
電
子
機
器
・
半
導
体
関
連

が
占
め
て
い
る
状
況
だ
。

　

経
済
区
に
立
地
す
る
（
輸
出
型
）

企
業
に
対
し
て
は
、
所
得
税
（
法
人

税
）
の
一
定
期
間
免
除
、
特
別
税
率

の
適
用
（
五
％
）、
イ
ン
フ
ラ
の
付

加
価
値
税
免
除
、
輸
出
入
に
関
す
る

各
種
税
の
免
除
の
ほ
か
、
外
国
人
雇

用
の
許
可
、特
別
ビ
ザ
の
付
与
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
優
遇
措
置
が
あ
る
た

め
、
現
在
、
日
本
か
ら
も
六
七
〇
社

あ
ま
り
が
進
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
系
商
社
が
関
係
す
る
工

業
団
地
は
一
〇
か
所
に
設
け
ら
れ

（
図
２
）、
首
都
マ
ニ
ラ
市
か
ら
南
方

へ
五
〇
〜
六
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
カ

ヴ
ィ
テ
州
、
ラ
グ
ナ
州
、
パ
タ
ン
ガ

ス
州
、
お
よ
び
セ
ブ（
マ
ク
タ
ン
島
）

に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、

団
地
内
に
二
四
時
間
体
制
の
Ｐ
Ｅ
Ｚ

Ａ
事
務
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
工
場
建

設
や
入
居
に
関
す
る
許
可
申
請
か
ら

輸
出
入
手
続
き
ま
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
か
つ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
企
業
が
集

約
さ
れ
て
い
る
の
で
情
報
交
換
な
ど

も
容
易
だ
。
製
造
業
な
ら
、
こ
う
し

〈PEZA〉

マクタン島

マニラカヴィテ
First Cavite 
Industrial Estate
約100社（約90社）
関連商社／丸紅

パタンガス

ラグナ
Laguna Technopark
110社（60社）  関連商社／三菱商事

Light Industry & 
Science Park(Cabuyao) 
62社（18社）  関連商社／三井物産

Light Industry & 
Science Park(Calamba) 
23社（15社）  関連商社／三井物産

Carmelray Industrial Park 
関連商社／双日

Filinvest Technology Park 
Luisita 
関連商社／双日

図1■ PEZAを中心に発展するフィリピン経済

図2■日系商社関連のおもな工業団地 （ ）＝社数のうち日系企業

製造および産業用団地…64
ITパーク…37と
ITセンター…132
観光経済区…13
医療観光パークとセンター…2
農産業用パーク…16

マニラ

セブ

（2012年12月末現在）

First Philippine Industrial Park
39社（21社）  関連商社／住友商事

Light Industry & Science Park
関連商社／三井物産

Lima Technology Center
22社（22社）  関連商社／丸紅

セブ
Cebu Light Industrial Park
関連商社／三井物産

PEZA事務所（Cebu Light Industrial Park）

経済区／工業団地内の様子

区画には
まだまだ
空きも…
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

た
工
業
団
地
に
拠
点
を
構
え
る
こ
と

が
、
成
功
す
る
た
め
の
必
須
条
件
の

一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
の
一
つ
は
低
く
安
定
し
た
コ

ス
ト
で
あ
る
。
土
地
や
事
務
所
、
人

件
費
な
ど
が
安
定
し
て
お
り
、
高
騰

し
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。

工
業
団
地
に
し
て
も
、
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
土
地
不
足
の

問
題
も
な
さ
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
人
材
に
ま
つ
わ
る
利
点

も
多
い
。
活
況
に
わ
く
タ
イ
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に

比
べ
る
と
、
安
定
し
た
低
賃
金
（
月

に
二
〇
〇
ド
ル
〜
三
〇
〇
ド
ル
）
で

推
移
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
関

す
る
ジ
ェ
ト
ロ
の
調
査
な
ど
を
見
て

も
、雇
用
が
容
易
で
定
着
率
も
よ
く
、

素
直
で
規
準
を
守
る
気
質
の
た
め
、

品
質
管
理
も
安
定
し
て
い
る
な
ど
、

お
お
む
ね
評
価
が
高
い
。

　

と
く
に
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
に
関
し
て
は
汚

職
な
ど
が
徹
底
し
て
排
除
さ
れ
、
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
あ
い
ま
っ
て
、

そ
の
周
辺
地
域
も
雇
用
と
安
定
し
た

賃
金
か
ら
現
地
の
人
々
に
と
っ
て

〝
安
定
し
た
住
み
や
す
い
場
所
〞
に

な
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
住
宅
地
の
開
発
も
盛
ん
だ
。

　

一
方
で
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
Ｐ

Ｅ
Ｚ
Ａ
の
優
遇
を
受
け
る
た
め
に
は

七
〇
％
以
上
を
輸
出
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
点
だ
。
海
外
の
市
場

に
対
す
る
生
産
拠
点
と
し
て
、
あ
る

い
は
他
の
ア
ジ
ア
生
産
拠
点
へ
の
部

材
生
産
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
分
に

は
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
が
、
日
系

製
造
業
は
市
場
攻
略
も
あ
わ
せ
て
ア

ジ
ア
進
出
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
。
な
か
で
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
場

へ
生
産
量
の
三
〇
％
ま
で
し
か
流
せ

な
い
と
い
う
点
は
、
消
費
財
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
は
将
来
的
に
大
き
な
制

約
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
生
産
財
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
、
納
品
先
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル

の
メ
ー
カ
ー
を
開
拓
す
る
際
に
制
約

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
区
に

立
地
す
る
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ほ
と
ん

ど
は
、
日
本
や
他
の
ア
ジ
ア
拠
点
か

ら
原
材
料
を
仕
入
れ
、
組
み
立
て
加

工
を
施
し
て
か
ら
、
完
成
品
を
輸
出

す
る
と
い
う
形
態
が
多
い
た
め
、
今

後
、
何
ら
か
の
見
直
し
が
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
「
二
次
産
業
比
率

の
低
さ
（
約
三
〇
％
）」
は
無
視
で

き
な
い
問
題
だ
。
生
産
拠
点
と
し
て

の
進
出
を
考
え
る
日
系
メ
ー
カ
ー

は
、
必
ず
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と

比
較
し
て
立
地
を
決
め
て
い
る
。
昨

今
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
の
生
産
コ

ス
ト
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
た
め
、
コ
ス
ト
低
減
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
「
い
ま
、
安
価
で
充

実
し
た
ロ
ー
カ
ル
の
外
注
を
活
用
で

き
る
か
」「
原
材
料
の
現
地
調
達
が

ど
の
程
度
可
能
か
」
と
い
っ
た
点
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
実
際
に
、
現

地
を
視
察
し
て
み
る
と
、
生
産
地
の

変
更
や
撤
退
を
理
由
に
「
売
出
中
」

「
空
き
家
」
と
な
っ
て
い
る
工
業
団

地
も
目
立
つ
。

　

で
は
、
労
働
力
は
ど
う
か
。
前
編

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
に
よ

る
人
材
流
出
は
あ
る
も
の
の
、
高
等

教
育
機
関
へ
の
進
学
率
や
年
齢
人
口

構
成
を
み
る
と
、
豊
富
で
優
秀
な
労

働
力
に
は
不
安
が
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
一
方
で
、
昨
年
一
二
月

に
人
口
抑
制
法
が
成
立
し
、
こ
の
一

月
一
七
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
た
め
、

今
後
、
何
ら
か
の
影
響
が
出
て
く
る

可
能
性
は
否
め
な
い
。

　

人
口
の
八
割
以
上
を
占
め
る
ア
ジ

PEZA周辺の開発は急ピッチで進む

「SALE」「FOR RENT」など工業団地によって
は空き家も多い
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ア
最
大
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
抱
え

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
教
会
が
人
工

中
絶
は
も
と
よ
り
避
妊
を
認
め
て
お

ら
ず
、
こ
れ
が
世
界
平
均
二
・
一
を

大
き
く
上
回
る
三
・
二
七
と
い
う
出

生
率
の
背
景
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
新

法
の
施
行
を
機
に
、
貧
困
層
へ
の
コ

ン
ド
ー
ム
や
ピ
ル
の
無
料
配
布
や
、

学
校
で
の
性
教
育
の
推
進
、
家
族
計

画
に
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
始
ま
る
と
い
う
。

　

国
の
方
針
は
「
経
済
成
長
を
促
進

す
る
た
め
に
は
人
口
の
抑
制
が
必

要
」
と
し
て
お
り
、
タ
イ
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
と
同
様
に「
非

労
働
人
口
の
抑
制
と
生
産
性
の
向

上
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な

り
そ
う
だ
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、

現
地
人
十
代
の
六
四
％
は
法
律
を
支

持
し
て
い
る
と
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
二

〇
年
後
に
は
、
若
年
労
働
者
が
不
足

し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
の
巨
大
産
業

Ｂ
Ｐ
Ｏ
ビ
ジ
ネ
ス

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
い
ま
最
も
成
長

し
て
い
る
の
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
事
務
処
理
な

ど
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
外

部
委
託
）
産
業
だ
。
英
語
が
公
用
語

で
あ
る
た
め
、
世
界
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
集
中
し
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
二

〇
一
〇
年
に
イ
ン
ド
を
抜
き
、
世
界

一
と
な
っ
た
。
日
本
語
可
能
な
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
動
き
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
英
語
で
業
務
が
可

能
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て

は
進
出
が
加
速
し
て
き
た
。
経
済
区

も
最
近
は
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
が
増
え
、
日

系
企
業
の
入
居
も
続
い
て
い
る
。
と

く
に
オ
フ
シ
ョ
ア
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
開
発
の
拠
点
が
多
い
。

　

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
に
は
も
う

一
つ
の
顔
が
あ
る
。
外
食
や
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
最
先
端
エ
リ
ア
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。
Ｂ
Ｐ
Ｏ
産
業
が

成
長
し
て
い
る
背
景
に
は
、
国
の
政

策
と
い
う
面
も
あ
る
。
こ
こ
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
は
、
他
の
産
業
に
比
べ
る

と
賃
金
も
高
く
（
月
に
三
〇
〇
ド
ル

〜
六
〇
〇
ド
ル
）、
入
居
ビ
ル
は
日

本
で
い
う
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
よ
う
な

扱
い
で
「
仕
事
の
合
間
に
一
階
の
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
」
ス
タ
イ
ル
が
、
現
地
で
は
か
っ

こ
い
い
と
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
仕
事
は
三
交
代
制
も
珍
し

く
な
い
た
め
、
ほ
か
に
も
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
が
多
く
入
居
し
、
二
四
時
間

営
業
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
ビ
ル
に
よ
っ

て
は
、
地
下
に
デ
ィ
ス
コ
や
ク
ラ
ブ

ま
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ク
は
、
若
者

だ
け
で
な
く
、
富
裕
層
や
外
国
人
に

人
気
の
エ
リ
ア
と
し
て
外
食
・
娯
楽

関
係
企
業
の
一
番
の
稼
ぎ
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
る
が
、
日
系
の
店
は
ま
だ

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。

　

優
秀
で
豊
富
な
労
働
力
を
背
景
に

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
要
因

で
低
成
長
が
続
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
。

そ
の
足
か
せ
が
外
れ
た
い
ま
、
成
長

路
線
へ
と
大
き
く
舵か
じ

を
切
り
始
め

た
。
で
は
、
こ
れ
か
ら
進
出
す
る
な

ら
、
ど
ん
な
業
種
が
ね
ら
い
め
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

一
つ
は
Ｐ
Ｅ
Ｚ
Ａ
を
活
用
し
た
加

工
輸
出
型
生
産
だ
。
域
内
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
は
あ
て
に
で
き
な
い

が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
原
材
料
の
輸

入
か
ら
加
工
、
輸
出
ま
で
扱
う
よ
う

な
形
態
の
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、

メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に
享
受
で
き
る
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
英
語
を
生
か
せ
る

サ
ー
ビ
ス
業
も
い
い
。
就
業
人
口
は

増
え
続
け
て
お
り
、
賃
金
も
安
定
し

て
い
る
。
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
に
比

べ
て
定
着
率
も
圧
倒
的
に
高
い
。
組

み
込
み
系
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
外
食

産
業
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る
国
別

の
日
系
企
業
数
で
見
れ
ば
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
シ
ェ
ア
は
た
っ
た
二
％
に
過

ぎ
な
い
も
の
の
、
こ
の
連
載
の
テ
ー

マ
で
あ
る「
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
」

と
い
う
点
で
は
、
最
も
あ
て
は
ま
る

国
か
も
し
れ
な
い
。
治
安
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
遅
れ
、
現
在
の
政
策
の
継

続
性
に
対
す
る
不
安
が
完
全
に
払ふ
っ

拭し
ょ
く

さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
今

年
は
選
挙
の
年
に
当
た
る
た
め
、
さ

ら
な
る
発
展
も
期
待
で
き
る
。
成
功

パ
タ
ー
ン
に
の
り
、
進
出
地
域
を
誤

ら
な
け
れ
ば
、
日
系
企
業
に
と
っ
て

は
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
い

国
な
の
で
あ
る
。

外資系ＩＴ関連企業が集中する「ＩＴパーク」（セブ）。
オフィスビルが立ち並ぶ
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